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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ポイント＞

・管理者の立場から見た場合の「雇用」にフォーカス

・今回の内容は、会社の総意ではなく、あくまで個人的な思いのもの

・「ここだけシート」表現の事前説明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ポイント＞

・主に、通信の技術屋として活動してきたこと

・今年７月から管理者としての職務に、本格的に従事していること

・駆け出しの管理者であること
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ポイント＞

・会社の概要を知ってもらうこと。

・北陸電力の100%子会社であること。

http://www.htnet.co.jp/

LR e EEN

A Htan
_ L mFUVIONEE
EEEERYNT—Y e
Bteat Ta.
Bte _ —
Yy e r ey S O q==|xru;;€:£-,a,
=
FMBERINT—2
S
. BREHT - AT 5L

A

HEBIERYNT—
L
R @ Ome B2 HSTNet

av

InternetWeek2010 Copyright © 2010 Hokuriku Telecommunication Network Co.,Inc. All rights reserved.


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ポイント＞

・電力系通信事業者の紹介程度

・さらっと流す
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ポイント＞

・積極的に表に出していない情報であることの断り

・正規社員と北陸電力からの出向者で殆ど構成していること（８：２）

・正規社員としての第一期生が勤続１０年を超えてきていることから、出向社員ではなく、正規社員が会社を担っていくよう軌道修正している最中であること
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ポイント＞

・技術部及び線路施設部が、エンジニア業務に取り組んでいること

・営業部でも、お客さまと直接やり取りを行う関係上、エンジニア経験が非常に役に立つこと
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ポイント＞

・前述の組織体制で取り組んでいる業務内容であること。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ポイント＞

・内容は、個人的な観点で記載していることの説明

・今回の切り口である「雇用の確保」は、地域活性化にはとても重要であること

・管理者として、雇用を確保するために会社に揃えるべき条件と認識



・当社規模で雇用を確保するのであれば、自分のやったことが認められ、それが自分の評価に直接繋がることも、大きなファクターと考える。

・今現在は十分な状況でなくとも、将来において発展する可能性のある企業であり、将来に夢が託せることが一つのファクターと考える。

・自分が取り組もうとしている分野に長けた先輩がいることも要因の一つと考える。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ポイント＞

・前シートの「取組内容に将来性がある」ことについて、表しているシートであること。

・取り組むべき内容は、まだまだたくさんあること。

・但し、これらのことを全社総意のもとで進めることを宣言していることではない。

・現時点では、私が考える当社での今後優先して取り組むべきキーワードである。



・守るべきキーワードとして、ヒューマンエラーの撲滅、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ポイント＞

・前述の「やったことが評価に繋がる」ことを実現しようとする以前の問題点が存在することを説明する。

・評価を受ける側の考え方が甘いこと。

・リーダーを育成しようと思っても、そもそも考え方が甘いため、育成しようがない。

・与えられた範囲の業務しか見えないため、次の人に仕事を渡す際にトラブルが発生しやすい。



・これらは、競争環境で育っていない電力風土の色合いが非常に濃い部分でもあること。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ポイント＞

・管理者が、“やったことが評価に繋がること”を実現するために、エンジニアにこれだけはデフォルトで持っていて欲しい能力を記載。



・前シートの裏返しであること。



・いろいろチャレンジすることで、自分の業務枠を超えたことができプラス評価に繋がりやすい。

　当社では、社員数が少ないからこそ、いろんなことにチャレンジできる土壌がある。当然、責任もついてくる。



・視野を広くすることで、自分の業務が全体のどの部分を担っているのかを把握することができる。

　こうすることにより、次の人に仕事を渡す際にトラブルが発生しにくくなる。

　当然、そこには人とのコミュニケーションが大事なことは理解してもらえると思う。



・現状、リーダーや幹部生を育成できる環境を見直している最中である。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ポイント＞

・会場問いかけ

・今後の雇用条件の参考にすること
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